
1994年4月1日 高松宮記念ハンセン病資料館 第3号 （季刊）

発行所

高松宮記念ハンセン病資料館

〒189東京都東村山市青葉町4-1-13
電話 0423-96-2909 
FAX 0423-96-2981 
郵便振込東京ー3-764159
高松宮記念ハンセン病資料館運営協力会

「
い
わ
れ
な
き
偏
見
と
差
別
子
遍
路
お
く
れ
け
り

を
な
く
そ
う
」
と
の
願
い
を
こ
お
遍
路
は
信
仰
の
旅
で
あ
る

め
た
母
娘
遍
路
像
の
開
眼
式
が
と
同
時
に
職
を
奪
わ
れ
、
故
郷

一
月
二
十
日
、
高
松
宮
記
念
ハ
を
追
わ
れ
た
人
々
の
生
活
を
支

ン
セ
ン
病
、
料
館
に
お
い
て
行
え
る
旅
で
も
あ
り
ま
し
た
。

わ

れ

ま

し

た

。

地

元

で

は

お

遍

路

を

温

か

く

当
日
は
藤
楓
協
会
、
資
料
館
持
成
す
〈
お
接
待
〉
の
風
習
が

全
生
菌
施
設
、
全
患
協
、
自
治
あ
り
、
病
者
た
ち
は
こ
れ
に
残

会
、
真
言
宗
大
師
講
、
像
制
作

関
係
者
等
五
十
数
人
が
出
席
、

真
言
宗
智
山
派
東
京
北
部
教
区

九
ヵ
寺
の
僧
侶
に
よ
る
開
眼
法

要
の
後
、
式
辞
、
祝
辞
、
感
謝

状
贈
呈
、
祝
電
披
露
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
真
言
宗

智
山
派
総
本
山
智
積
院
、
大
本

山
川
崎
大
師
、
大
本
山
成
田
山

新
勝
寺
、
世
界
ハ
ン
セ
ン
病
友

の
会
等
よ
り
の
生
花
が
飾
ら
れ

華
や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
次
に
母
娘
遍
路
像
建
立

の
全
て
を
語
る
式
辞
を
紹
介
し

ま
す
。式
辞野
の
花
を
摘
み
て

る
命
の
糧
を
求
め
ま
し
た
。
不

自
由
な
鉢
で
八
十
八
ヶ
所
札
所

を
巡
る
旅
は
決
し
て
た
易
い
こ

と
で
は
な
く
、
道
半
ば
無
念
の

死
を
遂
げ
た
人
々
の
遍
路
墓
に

は
、
今
も
そ
の
悲
し
い
姿
を
と

ど
め
て
お
り
ま
す
。

わ
が
國
の
ハ
ン
セ
ン
病
者
た

ち
が
辿
っ
て
き
た
、
こ
う
し
た

苦
難
の
歴
史
を
世
に
遺
し
、
ニ

度
と
云
わ
れ
な
き
差
別
と
偏
見

に
泣
く
人
々
を
出
さ
ぬ
よ
う
に

と
の
願
い
か
ら
、
平
成
三
年
、

全
生
園
真
言
宗

大
師
講
で
は
遍

路
像
の
建
立
を

発
願
、
全
国
の

方
々
に
呼
び
か

け
津
々
浦
々
よ

り
、
心
温
ま
る

激
励
の
言
葉
や

浄
財
を
頂
き
、

多
く
の
善
意
と

信
頼
に
よ
っ
て

完
成
し
ま
し
た
。

昨
秋
完
成
し

た
遍
路
像
は
一

旦
は
四
国
・
善

通
寺
の
山
内
に

建
立
さ
れ
ま
し

花
見
の
お
客
さ
ん

資
料
館
へ
も
ど
う
ぞ

た
が
、
地
元
療
養
所
の
人
々
の

希
望
も
あ
っ
て
当
高
松
宮
記
念

ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
に
移
転
、

展
ホ
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を
通
し
て
母

娘
遍
路
像
は
、
国
内
に
は
ま
だ

ま
だ
癒
し
難
い
心
の
キ
ズ
を
庇

い
な
が
ら
生
き
る
多
く
の
病
者

の
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
お
り

ま
す
。母
娘
遍
路
像
が
当
資
料
館
を

訪
れ
た
参
観
者
を
適
し
て
偏
見

の
な
い
明
る
い
社
会
を
実
現
す

る
記
念
碑
と
し
て
訴
え
つ
づ
け

て
行
く
よ
う
祈
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。母
娘
遍
路
像
建
立
委
員
会

代
表
三
輪
照
峰

吉
田
竹
蔵

園
内
多
摩
研
通
り
の
桜
は
近

郊
で
は
ち
よ
っ
と
し
た
名
所
で

毎
年
四
月
は
外
部
よ
り
の
花
見

客
が
多
く
な
り
ま
す
。
今
年
は

花
見
と
同
時
に
目
の
前
の
資
料

館
へ
も
ど
う
ぞ
お
立
寄
り
下
さ
い
。
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四
月
に
入

る
と
と
も
に

樹
木
の
緑
も

色
を
増
し
、

す
っ
か
り
春

め
い
て
参
り

ま
し
た
。
一
月
は
開

館
日
数

(16

日
）
が
少
な

く
、
寒
さ
も

あ
っ
て
か
来

館
者
数
も
二

八
八
人
（
一

日
平
均
一
四

人
）
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は

徐
々
に
増
え
、
開
館
以
来
二
月

末
ま
で
の
状
況
は
、
開
館
日
数

一
七
三
日
、
来
館
者
数
七
五
七

七
人
(
-
日
平
均
四
四
人
）
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

団
体
来
館
者
数
は
、
九
九
団

体
三

0
五
五
人
で
、
全
来
館
者

数
の
四
割
強
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
状
況
は
当
分
つ
づ
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
来
館
者
は
東

京
都
を
は
じ
め
近
郊
各
都
市
、

北
は
青
森
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま

で
全
国
二
九
都
府
県
に
及
び
、

全国各地よりの来館

-8平均44人

一階ロピーで医学解説を読む来館者

韓
国
、
台
湾
の
方
も
来
て
お
り

ま
す
。「
来
館
者
の
声
」
も
一
般
三

三
二
、
児
童
一
五
三
、
計
四
八

五
通
が
寄
せ
ら
れ
、
関
心
の
深

さ
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

十
二
月
二
十
日
以
降
に
来
館

さ
れ
た
団
体
は
、
白
梅
学
園
短

期
大
学
、
秩
父
准
看
護
学
校
、

白
百
合
中
学
校
、
と
も
し
び
会

ぉ
し
ど
り
観
光
、
上
智
大
学
、

天
理
大
学
成
人
会
、
聖
マ
リ
ア

修
道
女
会
、
台
湾
省
政
府
衛
生

処
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
朝
日
厚

生
文
化
事
業
団
、
大
阪
ハ
ン
セ

ン
病
友
の
会
、
立
教
大
学
、
ガ

看
護
学
校
な
ど
で
し
た
。

ン
研
究
会
看
護
学
校
、
東
京
病

院
看
護
学
校
、
駿
河
療
養
所
准

、
_
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平
成
六
年
三
月
二
十
六
日
の
〈
ら
い
予
防
法
〉
に
つ
い
て

士
二
時
三
十
分
よ
り
二
時
間
に
は
、
改
正
論
議
が
や
か
ま
し
い

わ
た
り
、
成
田
稔
多
磨
全
生
園
折
り
か
ら
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

名
誉
園
長
（
当
資
料
館
運
営
委
も
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し

員
長
）
を
講
師
と
し
て
、
ハ
ン
た
。
資
料
館
運
営
委
員
会
と
し

セ
ン
病
に
つ
い
て
の
公
開
セ
ミ
て
は
、
同
じ
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
の
企
画
を
、
今
後
と
も
重
ね
て

参
加
者
は
、
予
約
、
当
日
の
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
を
含
め
て
五
九
人
で

し
た
。
内
容
は
男
性
二
五
人
、

女
性
三
四
人
で
す
が
、

こ
の
中
に
は
職
員
と
職

員
O
B
十
四
人
、
入
園

者
士
二
人
も
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

内
容
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
、
わ
が
国
の
ハ
ン

セ
ン
病
対
策
の
基
本
と

な
っ
た
〈
絶
対
隔
離
〉

の
背
景
を
考
え
、
さ
ら

に
〈
ら
い
予
防
法
〉
に

も
言
及
し
た
も
の
で
し

こ。t
 

全
生
園
、
復
生
病
院
|
~

一

戦

前

の

写

真

展

資
料
館
で
は
全
生
園
の
戦
前

の
写
真
展

(
4頁
参
照
）
を
開

催
し
ま
す
。
な
お
、
併
せ
て
神

山
復
生
病
院
の
開
院
以
来
の
生

活
、
作
業
、
娯
楽
な
ど
の
[
生
具

も
展
ホ
し
ま
す
。
期
日
は
4
月

20
日
よ
り
5
月
19
日
ま
で
で
す
。

資
料
館
開
館
一
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ら

い

予

防

法

―

改
正
問
題
を
め
ぐ
っ
て

資
料
館
運
営
委
員
会
で
は
、

• ・,.. 高
松
宮
記
念
ハ
ン
セ
ン
病
資
料

館
の
開
館
一
周
年
を
記
念
し
て

各
方
面
で
論
議
を
呼
ん
で
い
る

「
ら
い
予
防
法
」
改
正
問
題
を

め
ぐ
っ
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

計
画
し
ま
し
た
。

期
日

6
月
25
日
・

13
時
30
分

場
所
全
生
園
公
会
堂

講
師
は
藤
楓
協
会
、
所
長
連
盟

全
串
括
血
、
そ
の
他
一
人
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
大
勢
の
皆
様

の
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡

村

大

三

氏

の

＿

一

指

笛

公

演

資
料
館
の
開
館
一
周
年
を
祝

し
て
、
指
笛
の
第
一
人
者
、
岡

村
大
三
氏
が
慰
問
公
演
を
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

期
日
は
6
月
25
日
午
後
一
時

よ
り
全
生
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
ま
で
の
三
十
分
間
で
す
。

岡
村
先
生
は
八
十
オ
で
す
が

元
気
で
各
地
で
公
演
し
て
お
り

ク
ラ
シ
ッ
ク
で
す
が
、
民
謡
、

童
謡
な
ど
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。
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会
社
員

56オ
男

性

ハ
ン
セ
ン
病
の
病
理
に
つ
い

て
も
っ
と
詳
し
い
解
説
が
あ
れ

ば
よ
い
と
感
じ
た
。
病
気
に
つ

い
て
の
正
確
な
理
解
が
あ
れ
ば
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
故
な

い
偏
見
が
も
っ
と
少
な
く
な
る

筈
で
あ
る
。
こ
の
点
を
啓
蒙
す

る
解
説
板
資
料
が
あ
れ
ば
と
思

っ
た
。学
生

18オ
女

性

不
自
由
な
身
体
な
が
ら
、
と

て
も
立
派
な
不
自
由
だ
と
思
え

な
い
程
の
絵
や
陶
芸
と
、
書
物

を
見
て
、
素
晴
ら
し
い
と
思
う

と
共
に
、
自
分
も
も
っ
と
頑
張

ら
な
く
て
は
と
い
う
気
に
な
り

ま
し
た
。
と
て
も
す
て
き
で
し

こ。t
 覆婦

53

オ
畜

病
舎
、
衣
類
、
食
器
等
を
見

る
と
胸
が
痛
く
な
る
。
昔
と
は

い
え
、
患
者
さ
ん
に
は
辛
く
寂

し
い
思
い
…
。
今
こ
う
し
て
展

臨
⑮
昏
＠
声

見
る
物
、
見
る
物
に

歴
史
を
感
ず
る

人
が
こ
の
悲
惨
で
不
当
な
事
実
、
H
婦

37
オ

女

性

を
知
る
べ
き
だ
し
、
そ
れ
に
対
自
分
が
な
り
た
く
て
な
っ
た

し
て
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
必
訳
じ
ゃ
な
い
の
に
、
本
当
に
心

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
又
、
こ
か
ら
可
哀
相
に
思
う
。
心
が
痛

の
資
料
館
は
大
変
美
し
く
、
細
む
。

か
な
配
慮
が
行
き
届
い
て
い
る
無
職

65オ
女

性

示
す
る
こ
と
で
、
痛
み
を
心
に
と
感
じ
、
ま
た
来
よ
う
と
思
い
今
は
良
く
な
る
方
が
多
い
様

刻

ん

で

お

く

こ

と

の

重

要

性

と

ま

し

た

。

で

よ

か

っ

た

と

思

い

ま

す

。

献

必

要

性

を

確

信

す

る

。

無

職

42オ
女
性
身
的
に
尽
く
し
て
来
ら
れ
た

学
生

19
オ
女
性
い
ろ
ん
な
事
件
が
起
こ
り
、
方
々
に
感
動
致
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
が
あ
っ
た
こ
歴
史
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
来
学
生

20オ
男

性

と
は
、
恐
ら
く
世
の
中
の
人
々
た
の
が
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
生
活
が
、

の
半
数
以
上
は
知
ら
な
い
様
な
も
っ
と
字
が
大
き
い
と
い
い
の
話
や
T
V
で
聞
い
た
も
の
よ
り

気
が
し
ま
す
。
も
っ
と
沢
山
の
で
す
が
：
・
…
。
さ
ら
に
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ほ
ぼ
根
治
可
能
な
現
在

に
お
い
て
も
、
未
だ
行
動
の
自

由
を
制
限
さ
れ
た
収
容
所
の
あ

る
こ
と
が
遺
憾
で
あ
る
。
所
内

で
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
々
を
応
援
い
た
し
ま
す
。

学
生

18オ
女

性

初
め
は
趣
味
だ
け
で
入
っ
た

け
ど
、
心
に
グ
ッ
ト
く
る
も
の

が
あ
っ
て
、
見
る
物
、
見
る
物

に
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。
ハ
ン

セ
ン
病
を
知
っ
て
い
る
と
言
っ

て
も
、
た
い
し
た
知
識
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
写
真
な
ど
を
見

て
本
当
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
ん
だ
な
あ
ー
と
考
え
さ
せ
ら

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
も

う
過
去
の
病
気
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
事
実
だ
け

は
ず
う
っ
と
伝
え
て
ほ
し
い
。

自
営
業

45オ
男

性

熊
本
の
リ
デ
ル
・
ラ
イ
ト
病

院
の
近
く
に
昭
和
30
年
頃
住
ん

で
い
ま
し
た
。
黒
髪
小
に
通
学

し
て
い
た
の
で
、
遠
い
記
憶
に

「
ハ
ン
セ
ン
病
の
子
が
来
て
い

る
の
で
給
食
が
な
く
な
っ
た
」

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
こ
こ
に
き
て
記
録
を
み

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
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全
生
菌
に
は
創
立
当
時
か
ら

戦
後
ま
で
の
乾
板
が
沢
山
あ
り

最
近
は
医
局
図
書
館
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
同
館
の
老

朽
化
も
ひ
ど
い
た
め
埃
り
を
払

い
、
分
類
を
決
め
、
資
料
館
に

保
管
を
転
換
し
ま
し
た
。

捨
て
た
と
同
然
の
状
態
で
汚

損
が
ひ
ど
い
も
の
の
、
少
な
く

見
積
も
っ
て
も
一
万
二
千
枚
、

段
ボ
ー
ル
箱
に
し
て
三
十
一
個

に
達
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
約
三
分
の
一
は

誰
で
も
、
入
所
の
際
に
撮
ら
れ

た
覚
え
の
あ
る
筈
の
「
入
所
患

者
」
の
写
真
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
問
題
も
あ
り
、
ガ
ム
テ
ー

プ
で
ま
た
封
じ
込
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
が
、
三
分
の
一
は
「
患

者
研
究
」
用
で
あ
り
、
各
種
病

体
や
研
究
、
解
剖
、
顕
微
鏡
に

よ
る
細
菌
等
、
貴
重
な
写
真
ば

か
り
で
す
。

あ
と
は
「
皇
室
関
係
」
を
は

じ
め
「
慰
問
」
「
患
者
集
り
」
「
行

.. 

万一

..
 

———_-

• 

全
生

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
・
昔
む
か
し

一
千
枚
の
写
真

事
L

「
作
業
L

「
建
物
」
「
患
者
芝

居
」
な
ど
で
、
専
用
車
輌
と
患

者
用
人
力
車
の
写
っ
て
い
る
東

村
山
駅
や
請
願
巡
査
の
立
っ
て

い
る
最
古
の
正
門
、
四
斗
樽
を

並
べ
、
芋
洗
い
と
同
じ
ゃ
り
方

に
よ
る
洗
濯
作
業
や
洗
濯
さ
れ

た
包
帯
を
山
と
積
み
上
げ
、
何

十
人
も
の
女
達
に
よ
る
包
帯
巻

き
や
児
童
た
ち
の
ガ
ー
ゼ
伸
ば

し
作
業
、
裁
縫
場
を
建
築
中
の

大
工
や
石
道
作
り
に
励
む
土
方

達
や
、
養
蚕
、
農
園
、
牛
舎
等

前
略
|
|
二
月
三
日
、
リ
デ

ル
さ
ん
の
命
日
に
「
リ
デ
ル
・

ラ
イ
ト
両
女
史
記
念
館
」
が
開

館
致
し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
致

し
ま
す
。
資
料
館
の
方
に
保
存

し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

又
、
先
月
は
県
立
美
術
館
に

お
い
て
、
舟
越
保
武
展
が
開
催

さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
初
め
て

「
病
醜
の
ダ
ミ
ア
ン
」
像
と
対

患
者
作
業
の
ほ
か
、
大
風
子
の

注
射
場
や
外
科
場
、
お
会
式
、

祭
礼
、
盆
踊
り
、
仮
装
大
会
、

近
隣
に
も
出
品
を
求
め
て
の
農

産
物
品
評
会
や
林
園
長
の
餅
掲

き
等
、
珍
し
い
も
の
、
は
じ
め

て
見
る
も
の
も
少
な
く
な
く
、

い
ち
い
ち
あ
げ
た
ら
き
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。

「
患
者
研
究
」
用
を
含
め
、

差
し
当
っ
て
三
百
枚
、
善
意
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
焼
付
け
を
依

頼
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
中

か
ら
四
、
五
十
枚
を
引
き
伸
ば

し
、
オ
ー
プ
ン
一
周
年
記
念
と

し
て
研
修
展
示
室
で
公
開
す
る

予
定
で
す
。

面
し
て
参
り
ま
し
た
。

「
菊
池
野
」

3
月
号
に
感
想

文
を
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
高
覧

下
さ
い
。

信
ダ
ミ
ア
ン
像
と

＿

対

面

来

菊

池

太

田

明

当
地
で
は
十
年
前
の
像
撤
去

騒
動
も
あ
っ
て
か
、
マ
ス
コ
ミ

も
「
さ
わ
ら
ぬ
神
に
た
た
り
な

9
今

9
今

9
今

9
今

9
今

9
今

蜀
閤
園
固
踪

9
今

9
今

9
6
9今
9
今

9
今

▽
12
月
5
日
、
め
ぐ
み
新
聞

第
三
一

0
号
に
「
高
松
宮
記
念

ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
」
が
大
き

く
紹
介
さ
れ
る
。

▽
12
月
21
日
、
埼
玉
近
代
美

術
館
よ
り
借
用
展
示
さ
れ
て
い

た
「
病
醜
の
ダ
ミ
ア
ン
」
像
を

返
送
す
る
。

▽
12
月
25
日
、
「
母
娘
遍
路

像
」
資
料
館
へ
移
設
さ
れ
る
。

▽
資
料
館
だ
よ
り
•
第
二
号

（
二
千
部
）
発
行
。

▽
1
月
8
日
、
資
料
館
仕
事

始
め
。▽
1
月
20
日
、
母
娘
遍
路
像

の
開
眼
式
典
を
行
う
。

し
」
の
姿
勢
で
見
ら
れ
全
く
取

り
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
音
課
で
は
不
幸
中
の
幸

い
で
し
た
。
や
は
り
、
こ
の
像

は
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
や
、
ハ

ワ
イ
の
ダ
ミ
ア
ン
美
術
館
に
展

示
さ
れ
る
の
が
、
ダ
ミ
ア
ン
自

身
に
と
っ
て
も
安
住
の
場
所
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
月
八
日

▽
2
月
5
日
、
資
料
館
門
柱

が
完
成
す
る
。

▽
2
月
8
日
S27日
、
阿
部

正
英
第
三
回
パ
ス
テ
ル
画
展
を

開
催
。
記
帳
者
が
二
百
人
を
超

え
、
看
護
婦
O
B
も
期
間
中
大

勢
来
館
し
賑
わ
う
。

▽
2
月
10
日
、
第
八
回
資
料

館
運
営
委
員
会
を
開
く
。

▽
2
月
15
日
、
早
く
も
四
月

の
お
花
見
時
に
「
資
料
館
を
見

学
し
、
花
見
を
し
た
い
の
で
、

駐
車
場
を
借
り
た
い
」
と
の
団

体
申
し
込
み
が
二
、
三
く
る
。

1
月
は
来
館
者
の
出
足
が
わ

る
く
、
館
員
五
人
に
お
客
が
一

人
と
い
う
日
も
あ
っ
た
が
、

2

月
12
日
の
大
雪
の
日
に
来
館
者

0
を
記
録
し
た
。

2
月
24
日
は
一
八

0
人
と
ニ

0
人
の
二
つ
の
看
護
学
校
生
な

ど
二
三
四
人
が
来
館
。
四
班
に

分
れ
て
ビ
デ
オ
や
展
示
品
を
見

る
な
ど
、
て
ん
て
こ
ま
い
で
あ

っ
た
。
し
か
し
館
員
は
「
ど
ん

な
に
忙
し
く
と
も
お
客
さ
ん
は

多
い
方
が
よ
い
」
と
言
っ
て
い

る
。
（
佐
川
）

◎
あ
と
が
き
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